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感染症拝唱   

ウイルス感染  

概要   

995年に8人のデング熱のような患者  

から、ダニ媒介性キヤサヌル森林熟ウイルスに非常に類似した新種の  
フラビウイルスが発見され、ALKV（A肘IumraVims）と命名された。サウソア  
ラビアMa仙ahで2001年－03年にALKV疑い37例が確認され、そのうち20  
例からAしKVが検出された。肝炎、出血兆候、脳炎などを伴い、致死率  
は25％であった。感染性掛まヒツジやヤギの直接搾触か娘刺傷からの  
感染が考えられ、新たな人畜共通出血熱と考えられる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

感染性プリオンを尿中に排出する引き金になるか  Science2005；  
310：324－326  検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿蛋白を  

接種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。尿はブリオンの水平  
感染へ●クトとなり、排泄臓農の炎症はブリわの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。  

寄生虫感染  の／くべシア流行地及び非流行他の血液ドナーそれぞれ  
Tranさfusion2005：  

45：1804－1810  17哺例の血清をBabesiamicroti抗体について調べた。流行他の血清学  
的陽性血液ドナーは24例（1朋）で．非流行他の陽性血液ドナー（¢例、  
0調）より多かった。また．血清学的陽性の血液ドナー19例のうち10例  
（53％）がPCRによりBabesiamicrotiに陽性であった。輸血により本寄生  
虫血症が伝播するおそれがある。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

リスザルの脳内に捷  JVirot2005；79：  

13794－13丁98  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳粗相こはPrPresが検出され、海綿状変性が認められた。霊長類に  
CWDが感染した初めての報告である。  

中国で初めて2例の高病原性トリインフルエンザウイルス（H5Nl）感染症  鳥インフルエン  
ザ  

WHO／CSR2005  
年11月17日  例が確認された。1例は回復したが、もう1例は死亡した。   
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概要   

987年から18粥年の間にHlV感染小児患者即例から採取し、凍  

感染症津哨   
ウイルス感染  

出典   

JClinMiqrobi01  
2005；43：5428－  

5434  
緒保雇した末梢血単核用地（PBMC）と2002年から2003年に健常者19例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒト／くピローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型用ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった  クロストリジウ  
ム感染  2005；353：2433－  NEnglJMed  2441  Clo＄tridiumdif触ileの新西棟の出現により、関連疾患の発生率と重症  

度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から之003年に本菌  
関連疾患の集団発生が起きた8医療施設から得た本菌の分離株187株  

を、2001年以前の分離株データベースと比赦した。その結果、全施設  
の分離株で同定された最近の別／NAPl株は、ガチフロキサシンとモキ  
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。  

症例が最近診断された。患者は、献血をした  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

英国保健省  
PressStatement  

200¢年2月9日  

約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でvCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例日の輸  
血によるvCJD感染例である。  

998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝固  A型肝炎  
Epidemiol lnfect 
2006；134：87－93  因子との因果関係を鯛べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を  

行った。疫学的調査およぴHAVRNA配列検査から、凝固因子VⅢの1  
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。  

来由i殖富岳義盛銅品痍ヲ＝ブじあ譲耐三お己；モ自訴窪だ荊弼L諦－  
パルボウイル  
ス  

EmergInfe¢tDk  

2006；12：151－184  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血焚はヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV5に鴨性であった。  

一月11日の血液専門幸員会第01回会機で可決されたvCJDに開  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

Rob¢止Ko（；h  

lnstitut／Voten  
desAlもe托skois¢S  

B山t／Votum33  

するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて  
いない血液製ヲ抑こよるvCJDの感染を防止し、感染の可能性のある供  
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。   
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報告者名   

ZLBベー  
リング株  
式会社  

受理日  2006／4／20  

一般名   

ヒトフィブリノゲン  
トロンビン国分  
アブロチニン  

原材料名  ウマアキレ ス腱  野鹿西  フランス、 ドイツ、ベ  
含有瑳労  感染症髄明  

ルギー、イ タリア  

ZLBベーー  

リング株  
式会社  

ヒトフィブリノゲン  
トロンビン野分  
アブロチニン  

トロンビン圃 分  

ウシ血液  

＿ユ■ ジーランド  

2006／4／20  ZLBベー  
リング株  
式会社  

ZLBベー  

リング株  
式会社  

ZLBベー  
リング株  
式会社  

ヒトフィブリノゲン  
トロンビン国分  
アブロチニン  

ヒトフィブリノゲン  
トロンビン国分  
アブロチニン  

ヒトフィブリノゲン  
トロンビン国分  
アブロチニン  

トロンポプラ  
ステン  

ウサギ脇  製造工程  
蕪…  有●  ．．＿ユ‾  

ジーランド  

ヘパリン  ブタ腸粘膜  
中国  

製造工程  

2006／4／20  ヒトフィブリノ  
ゲン  

ヒト血液  
蕪‥  米国、ドイ  ツ、オース トリア  

有効成分  
嵩■  EmergInfectDi8  

2006；12：15ト154  
／くルポウイル ス  

ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血焚lまヨ一口ツ／くと  
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中一例が  
PARVヰおよぴPARV引こ陽性であった。  

日立化成  

工業株武 舎社  
ウロキナーゼ  ウロキナー ゼ  

ヒト尿  
中国  蕪‥  

レプトスピラ症  有効成分  
嵩■  

学会関東支部総  
第88回日本細菌  会  

原田究明  
を行った。その病巣、アメリカモモンガが感染源であった。分離株は  
Leptospirakir8Chneriserovarαjppotyphosaと同定された。  

2008年1月5日の報告。トルコ保健省は、H5型ウイルスによ  
鳥インフルエン ザ  

lnfectious  
Diseases Weekly 
Repo止JAPAN  

2005年第引退、  
52週合併号：15－  

16  

るトリインフルエンザに感染した初めてのヒト2例を確認した。14鐘の少  
年と、その赫である1さ鐘の少女で、両症例とも死亡した。当局によると1  
月1日以来、この2例を含め11例の患者が同様の症状で入供している。  
当局の要！割こより、WHOなどからの専門官チームがトルコに派遣され  
た。  

寄生虫感染  
平 成18年8月に長野見での水泳合宿で、千葉県の学童哺例がクリプト  第37回日本小児  

感染症学会総会・  
学術大会  
2005年11月11  
－12日  

スポリジウム感染と診断された。感染者が使用した干葉殊のプールか  
ら同菌が検出され、2例が発症した。プールを介しての2次感染が起こつ  
たと考えられた。プールが感染軽腐と考えられる日本で初めての報告  
である。   
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鳥インフルエン  感染症薄明   ザ  
出虞   

Infectious  
Diseases Weekly 
ReportJAP＾N  
2006年第2週：17－  

18  

賎要   

248－249の報告。トルコにおけるトリインフルエンザ  Natur02006；439：  

のヒトでの流行で、ウイルス検体を嗣査している科学者チームはウイル  
スの遺伝子配列に3ケ所の変異を確放した。トルコの株は、ポリメラーゼ  
変異と受容体縮合変異の両方が見られた初めての例であり、ヒトに感  
染しやすくなっている。  

Infe¢tiouさ  

DisoasesWeekly  
Report JAPAN 
2006年第3週：13  

2日にWHOが発表した、2003年から2008年までのアジアに  
鳥インフルエン ザ  おけるヒトでのH5Nl亜塑トリインフルエンザの国別確定症例数および死  

亡例数を掲載している。感染地域が徐々に拡大している。WHOは現在  
のパンデミック警戒レベルをフェーズ3としている。  

インフルエンザ  1nfectious  
Diseases Weekly 
Repo止JAPAN  

2008年第4遇：5－7  

日本におけるインフルエンザの定点当たり報告数は全国レベルで  

32．4（報告射51．878）となり、増加が続いている。分離報告の99．禍カーA  
型であり、その多くがAH3型である。インフルエンザの流行は西日本か  
ら東日本に広がりつつあり、引き続き注意が必要である。  

細菌感染  
羊75回日本感染  
症学会西日本地  
方会総会2005年  
11月17－18日  

50年ほど前に人工気胸簡菅受けた後、慢性被包化膿胸となり、咳、 かっ痍が続いていた77織女性が、発熱および病状の悪化のため緊急  
入院した。かっ痍検査を行ったところ、抗酸菌が検出され、分離菌は  
MycobacteriurnrTlageritenseと同定された。本症例は日本におけるヒト  

の本菌感染症の第一例日である。  

細菌感染  
鰭核の症状を呈した213例の患者（朗㈲が川∨腸  

2005；43：6020－  

JC軌1Mkrobio1  ¢026  

性）の嗜癖を検査したところ非病棟性マイコ／くクテリア（NTM）が的例から  

分離された。無菌部位からの検体25例中8例がNTM陽性であったが、こ  
のうち4例からMycobacteriumlentif）avuTnが、1例からMycobacterium  
goodiiが分離された。両菌の感染がアフリカで示された初めての報告で  
ある。  

第21回日本環境  
感染学会学術集  
会 2006年2月24  
－25日  

鳥インフルエン ザ  
茨城県のトリインフルエンザに対する取り組みについて報告した。8月  
28日、水海道市の養鶏場でH5N2亜型のA型インフルエンザ感染が確  
認され、翌27日に対策本部を放置し、鶏の殺処分を決定した。県保健  
衛生部では発生養鶏場の従業員と家族の健康調査、殺処分等防疫措  
置作東者の健康桐査を行った。   
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惑桑痘渾昭   
ウエストナイル  

ウイルス  

出典  

感築造論議■さ6るる；  

80：58－57  

概要  

草炭丁稚消去二指諒盲主i掴ま宅プ試〔i仁言ご享お産旨キジi猫茄富  

張し、9月4日に帰国した30醜男性が、発熱、頭痛、両上下肢に紅斑丘  
疹を呈した。日本脳炎Hl抗体が高値であったためウエストナイル（WN）ウ  
イルス感染を疑い血瓢廟原体検査したところ、IgM捕捉EuSAと中和抗  
体検査が陽性であり、WN熟と確定診断した。  

レンサ球菌感 染  Znfectious  
Disea8¢＄WeekIy  
Repo止JAPAN  

2008年第10週：5－  
7  

Infe¢ti8uS  

Di＄eaSeSWeekレ  
Repo止JAPAN  

2006年第11週：3  

報告数の増加がみられる。感染症動向嗣査によれば、20明年は1996  
年以降の過去10年間と比較して、報告が最も多い状態が続いている。  

感染  日本における200も年第11遇（3月23日集計分）のさ類感染症の定点把握  

結果を報告した。小児科では咽頭結膜熱が第5遇以降、増加が続いて  
おり、過去5年間の同時期と比較してかなり多い。A群溶血性レンサ球  
菌咽頭炎の報告数は減少したが、過去5年間の同時期と比較してかな  
り多い。マイコプラズマ肺炎は増加が続いており、過去5年間の同時期  
と比較してかなり多い。  

日本  蕪‥  
細菌感染  

第75回日本感染  
症学会西日本地  
方会総会2005年  
11月17－18日  

．慢性被包化膿胸となり、咳  
有効成分  

嵩■‾  

抽出、精製し  
た抗アレルキ●一  患患者から   性物質  

かっ疲が続いていた77鰻女性が、発熱および病状の悪化のため緊急  
入坑した。かっ痍検査を行ったところ、杭酸菌が検出され、分離菌は  
MyGOba如riummage血enseと同定された。本症例は日本におけるヒト  
の本菌感染痘の第一例日である。  

結核の症状を呈した213例の患者（朗㈲が川V臓  
細菌感染  

2005；43：6020－  JClinMicrobi01  6026  性）の嗜癖を検査したところ非結核性マイコ／くクテリア（NTM）が90例から  

分離された。無菌部位からの検体び例中8例がNTM陽性であったが、こ  
のうち4例からMyoobacteriumlentnavumが、1例からMy¢Cbacteriurn  
g00diiが分離された。南画の感染がアフリカで示された初めての報告で  
ある。  

；仁；モ錮筈藍●（済  

第21回日本環境  
感染学会学術集  
会 200¢年2月24  
－25日  

鳥インフルエン ザ  28日、水海道市の養鶏場でH5N2亜型のA型インフルエンザ感染が確  
放され、翌27日に対策本部を設置し、鶏の殺処分を決定した。熟保健  
衛生部では発生養鶏場の従業員と家族の健康調査、殺処分等防疫措  
置作葉音の健康調査を行った。   
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感染症沖¶   

ウエストナイル  

ウイルス  

概要   

平成17年8月24日から28日手でプエルトルコ、その後ロサンゼルスヘ出  

出典   
感染症学雑誌  

2006；80：56－57  張し、9月4日に帰国した30歳男性が、発熱、頂痛、両上下肢に紅斑丘  
疹を呈した。日本脳炎Hl抗体が高値であったためウエストナイル（WN）ウ  
イルス感染を疑い血清・病原体検査したところ、IgM捕捉ELISAと中和抗  
体検査が陽性であり、WN熟と確定診断した。  

レンサ球菌感 染  は日本では例年冬季から夏季にかけて  】nfectious  

Disea＄8SW帥kly  

Reporl JAPAN 
2006年第10週5－  

7  

InfeGtiou＄  
Diseases Weekly 
Report JAPAN 
2008年第11退3  

報告数の増加がみられる。感染症動向開査によれば、2006年は19錮  
年以降の過去10年間と比敬して、報告が最も多い状態が続いている。  

日本における2006年第11過（3月23日集計分）の5類感染症の定点把握  
感染  

結果を報告した。小児科では咽頭結膜熱が寮5遇以降、増加が続いて  
おり、過去5年間の同時期と比較してかなり多い．A群溶血性レンサ球  
菌咽輯炎の報告数は減少したが、過去5年間の同時期と比較してかな  
り多い。マイコプラズマ肺炎は増加が績いており、過去5年間の同時期  
と比較してかなり多い。  

テJ㌫；細事扉由春繭ゐ湊議1三ま挿入も1かi碩葡亡L：  
感染  

ProMed20051 030 

－00ら0  

インターフェロン ガンマー1a  

（遺伝子組換え）  

人血清アル  
ブミン  

人血液  
第一アス  
ビオ  
ファーマ  

株式会社  

米国  
数人が危篤である。この奇病は、高熱で始まり、之－5歳の小児が感染  
する。最初、発疹が現れ、まもなく死亡する。現地の医療当局は調査を  
開始した。  

祁家族の感  ProMed200¢0217  －0090  鳥インフルエン ザ  染が報告されている。兄弟、親子などの血縁が関係する場合が圧倒的  
多数で、夫婦とも陽性だったのは3雫族に過ぎない。同じように感染した  
鳥に暴察しても発病率に善があることから、遺伝的に感受性の高いヒト  
がいる可能性がある。しかし、感受性を遺伝子に結論付けるには時期  
尚早である。  

10人が死亡し  感染  

ProMed20060322 －0040  
公衆衛生の専門家が近いうちに現地調査をする予定である。   た。患者は、まず脚が冒され、次に腸に広がり、1週間以内に死亡す る。   

蕪‥  
蛇考   

有‾  ／くトロキソビン  ／くトロキソビ ン  

ブラジル  有効成分   
東菱薬品  

工業株式 会社  
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生物慮康成   
分名  

マウス由来  
モノクローナ  
ル続体  

報告者名   

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

バイエル  
薬品株式  
会社  

受理日   

2006／4／21  

一般名   

乾燥濃縮人活性化プロテイン  
C  

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因  
子  

乾燥濃縮人活性化プロテイン  

C  

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因  
子  

pH4処理酸性人免疫グロブリ  

ン  

原料璃名  マウス脾臓  原産園  日本  
感染症錘昭  

製造工程  

2006／4／21  
インスリン  ウシ膵臓  

米国  

208（i／4／21  人免疫グロ  
ブリンG  

ヒト血液  
米国   

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

mi8軸ding¢yClicamp怖Gation）  NさtM8d2005；11  

982－985  法を自動化し、PrPsGの増幅率を向上させた。篠準的な検出方法で  
140PMCAサイルで感度が6600借上昇、2固連続で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、Pげ8¢の8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrP如検出に成功し  
た。血液中で打Ps¢が生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵袈的方法の開発が見込まれる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

JNeuro＄¢i2005；  

25：7944－7949  をトランスジェニックマウスを用いて調べた。ヘラジ力またはヒトのPrPを  
発現するようにしたトランスジェニックマウスにヘラジカCWDプリオンを  

脳室内按補したところ、前者（シカ化マウス）は2¢例中25例が発病した  
が、後者（ヒト化マウス）は引例全てが発病しなかった。ヒトがシカの  
CWDに感染する危険性は極めて催いと思われる。  

Au＄tralian  
ブ  

HP2005年9月21  

日  

一  
EF蕎まび覿韻薩直奏高盲芥C砧重任藩鏑戻  

フェルト・ヤコ  
異型クロイツ  病  

脳症（TSE）の伝播の危険性を最小限にするために、修正付きEリガイド  
ラインを採択した。本ガイドラインを掲載している。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  2005；5（2¢）：卜5  BMC Bjotechnotogy   て、PrP凝集体の高感應検出法を開発した。凝集体の検出はフローサ  

イトメトリーで行った。診断モデルではPrP凝集体は0．24fg／鵬まで検出  
できた。8SE腸性のウシの血清検体6例全てで特異的なシグナルが検  
出された。  

伝染性紅斑  
。 コーン分国11＋Ⅲから、  ヒト血焚から高収率にIgGを得る方法を検討した   Vox Saneruinis 

2006：90：97－104  カプリル酸処理、ポリエチレングリコール沈殿、陰イオン交換クロマトグ  
ラフィー、ウイルスフィルター濾過で精製する事で、高収串なIgGが得ら  
れ、ウシウイルス性下痢ウイルスとヒトパルボウイルスB柑を効率的に  
除去できた。   
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感染磋薄明   

ウイルス感染  

出典   

Transfuさiqn2005：  

45：1593－1600  抽出し、分析した。2000年から2001年に潜在的な感染症の危険性のた  
めに一時的に献血を延期されたドナーのうち、2000年から2003年の間  
に再度献血に訪れた人は22．㈹机．かいなかった。これら一時的延期ド  
ナー群と、2000年から2003年の初回または反復ドナー群とを比較したと  
ころ、HⅣ、B型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルスおよぴヒトTリンパ球親  
和性ウイルスのどのウイルスマーカーについても高い席急事は見られ  
なかった。  

／くイエル  

薬品株式  
会社  

オクトコグアルファ（遺伝子 租換え）  

ウシインスリ  

ン  

ウシ膵臓  
米国  

製造工程  
蕪■■  
異型クロイツ  

甘■  misfoはingoyclicamp怖c8tion）  NatMed2005：11  
982－985  

フェルト・ヤコブ 病  
法を自動化し、PrPsoの増幅率を向上させた。頼準的な検出方法で  
140PMOAサイクルで感度が郎00借上昇、2回連続で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、PrPscの8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrP鍾検出に成功し  
た。血液中でPrPsGが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵襲劇方法の開発が見込まれる  

BSE  

Austra拍n  

GovernrnentTGA  
HP2005年9月21  

日  

テ飯南は：盲F蕃まび廟翰柱薩論高盲芥じ砧庭佳藩鏑疏  

脳症（TSE）の伝桔の危険性を最小限にするために、修正付書EUガイド  
ラインを採択した。ネガイドラインを掲載している。  

2005；5（28）：卜5  BMC Biote¢hnoIogy   

て、打P凝集体の高感虎検出法を開発した。凝集体の検出はフローサ  
イトメトリーで行った。診断モデルではPrP凝集体は0．24f〆mtまで検出  
できた。BSE陽性のウシの血清検体¢例全てで特異的なシグナルが検  
出された。  

■●■■■■■l■ ■■■■■■一■■●■■■■■●■■■■■■■一■■●－●■l■■●■●■■●■■■■●■■■■■■  

月12日、カナダのアルバータで異常な運動と姿勢を呈した88月  
InspoGtionAgon¢y  

200¢年3月3日  Canadi8n F00d  HP  
齢のウシがBSEと診断された。カナダにおける4例日のBS亡報告であ  
る。2003年以来銅．000以上の検査が督われ、陽性例は4倒しかないこと  
から、カナダでの8SE発生率は極めて低いと考えられる。   
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報告者名   

バイエル  

薬品株式  
会社  

受理日  2006／4／21  

一般名   

人血清アルブミン  
オクトコケアルファ（遺伝子  

組換え）  

感染症綾里   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

原材料名  ヒト血液   原産屑  米園  
含有区分   

有効成分  
製造工程  

出典   

N8tMed2005：11  
982－985  

misfoldingcycIicampIification）  
法を自動化し、PrPscの増幅率を向上させた。標準的な検出方法で  
140PMCAサイクルで感度が郎00借上昇、2国運綿で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、PrPs¢の8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrPsc検出に成功し  
た。血液中で軒PsGが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵製的方法の開発が見込まれる  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

JNeur08Ci2005；  
25：7944－7949  をトランスジェニックマウスを用いて調べた。ヘラジ力またはヒトのPrPを  

発現するようにしたトランスジェニックマウスにヘラジカCWDプリオンを  

脳室内接種したところ、前者（シカ化マウス）は2¢例中25例が発病した  
が、後者（ヒト化マウス）は51例全てが発病しなかった。ヒトがシカの  
CWDに感染する危険性は極めて低いと思われる。  

Austrati訓1  

Government TGA 
HP2005年9月21  

日  

BMC  
BiotechnolotIy 
2005：5（26）：1－5  

ヒトおよび動物性医薬品を介した伝染性海綿状  
脳症（TSE〉の伝播の危険性を最小限にするために、俸正付きEリガイド  
ラインを採択した。本ガイドラインを掲載している。  

BSE  マー化動態が異なることを利用し  

て、PrP凝集傾の高感度検出法を開発した。凝集体の検出はフローサ  
イトメトリーで行った。診断モデルではPrP凝集体は0．24毎／血まで検出  
できた。8SE陽性のウシの血清検体6例全てで特異的なシグナルが検  
出された。  

伝染性紅斑  
ヒ ト血焚から高収率にIgGを得る方法を検討した。コーン分軌】十Ⅲは＼ら、  ∨oxS引1guinis  

2006；90：9丁－104  カプリル酸処理、ポリエチレングリコール沈殿、陰イオン交換クロマトグ  
ラフィー、ウイルスフィルター濾過で精製する事で、高収率なIgGが得ら  
れ、ウシウイルス性下痢ウイルスとヒト／くルポウイルスB19を効率側に  
除去できた。  

伝染性紅斑  
15nmフィルターで濾過された液体免疫グロブリン製剤、ナノガムのウイ  Vox Sanguinis 

2006；90：21－32  ルス安全性について検討した。本製品の製造過程には、PH41でのペプ  

る。その結果、エンベロプを持つウイルスだけでなく、エンベロプを持た  シン処理と組み合わせた1帥mフィルター濾過と、SD処理が含まれてい  ないウイルスも高卒に除去された。   

31ページ  



慈鵜痘洋咄   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出典   

ScienG¢X町e88HP  
2008年1月2¢日  かどうかを、シカのプリオンを発現するトランスジェニックマウスにおいて  

検討した。CWDに感染したシカの骨格儲抽出物を脳内に播種したトラン  
スジェニックマウスは360～朋町日接に、脳抽出物を接種した群は280′・■  
280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脳には打Pさ¢が  
検出された∴正常シカの抽出物を按種した対照群では発病しなかった。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

献血の20ケ月掛こvOJDを発症したドナーからの血液（赤血球）  EurosuIV扇IlanGO  
Weeklyrelea80さ  
200¢；11（2）200＄  

年2月9日  

を輸血された患者が、8年後にvCJDと診断された。これは英国において  
輸血伝播によると思われるvcJD感染の8症例旧である。これら3例はす  
べて非白血球除去赤血球を輸血されたことが確認されている。  

HlV  
CDC／MMWR  
Weekly2008；  
55（05）：12卜125  

■  
「年あくら盲ぉ嬢ゐ砧¢フ元ら衝天鍾二衷巌繭  

の格差について開べた。HⅣ感染診断数1卵，2521鞘のうち、黒人の都合  
は、他の人種・民族の合計よりも高かった。非ラテンアメリカ系黒人は  
33州の人口の約13亀であるが、川V／刃DS診断数の51％を占め、男性患  
者の44！i、女性患者の88％であった。10万人当たりの症例数でみると、  
どの感染経路別診断軌こおいても黒人は最も高い値を示した。  

／くルポウィル ス  

EmergInfe¢tDi8  
2006；ほ：1引－154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血兼はヨーロッパと  

北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV5に陽性であった。  

ア メリカ赤十字の研究データベースからドナー延期および献血データを  
ウイルス感染  

Transf鵬ion2005；  

45：1593－用00  抽出し、分析した。2000年から2001年に潜在的な感染症の危険性のた  
めに「時的に献血を延期されたドナーのうち、2000年から2008年の間  
に再度献血に訪れた人は22．0的しかいなかった。これら一時的延期ド  
ナー群と、2000年から2003年の初回または反復ドナー群とを比較したと  
ころ、川∨、B型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルスおよぴヒトTリンパ球親  
和性ウイルスのどのウイルスマーカーについても高い擢患率は見られ  
なかった。   
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生物由来成   
分名  

ヒトトランス  
フェリン  

報告者名   

バイエル  

薬品株武  
舎社  

一般名   

オクトコケ アルファ（遺伝子  

租換え）  

ヒト血液   原材料名  原産屑  米国  
感籠痘拝唱   
異型クロイツ  

フェルト・ヤコブ  
病  

含有区分   

製造工程  

出典   

NatMed2005：11  
982－985  

概要   

PrP＄CをPrPcで増幅するPMCA（proteinmisfoldingcycIicamplification）  
法を自動化し、PrPs¢の増幅率を向上させた。横準的な検出方法で  
140PMCAサイクルで感度が¢600倍上昇、2回連続で繰り返した場合、感  
虔が1000万倍に上昇し、PrPscの8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrPs¢検出に成功し  
た。血液中でP押8Gが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵製的方法の開発が見込まれる  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

：トへの伝播性  JNeuroさCi2005；  

25：7944－7949  をトランスジェニックマウスを用いて調べた。ヘラジ力またはヒトのPrPを  
発現するようにしたトランスジェニックマウスにヘラジカCWDプリオンを  

脳室内接種したところ、前者（シカ化マウス）は28例中25例が発病した  
が、後者（ヒト化マウス）は51例会てが発病しなかった。ヒトがシカの  
CWDに感染する危険性は極めて低いと思われる。  

Austr81ian  
GovernmentTGA  
HP2005年9月21  

日  

BMC  
Bioteehnology  
2005：5（26）：卜5  

ア政府は、ヒトおよび動物性医薬品を介した伝染性澹綿欄  
脳症（TS∈〉の伝緒の危険性を最小限にするために、修正付きEUガイド  
ラインを採択した。木方イドラインを掲載している。  

BSE  

マー化動態が異なることを利用し  
て、PrP凝集体の寓感度検出法を開発した。凝集体の検出はフローサ  
イトメトリーで行った。診断モデルでは什P凝集体は0．24fg／mIまで検出  
できた。BSE陽性のウシの血清検体6例会てで特異的なシグナルが検  
出された。  

伝染性紅斑  
ヒト血欺から高収率にIgGを得る方法を検討した。コーン分国u十u】から  VoxSanguinis  

2006；90：97－104  カプリル酸処理、ポリエチレングリコール沈殿、陰イオン交換クロマトグ  
ラフィー、ウイルスフィルター濾過で精製する事で、高収串な】gGが得ら  
れ、ウシウイルス性下痢ウイルスとヒトパルボウイルスB19を効率的に  
除去できた。  

柑nmフィルターで濾過された液体免疫グロブリン製剤、ナノガムのウイ  
伝染性紅斑  

VoxS即1guinis  
2006；90：2卜32  ルス安全性について検討した。本製品の製造過程には、PH4．4でのペプ  

シン処理と組み合わせた15nmフィルター濾過と、Sロ処理が含まれてい  
る。その緒果、エンベロプを持つウイルスだけでなく、エンベロプを持た  
ないウイルスも高率に除去された。   
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轟最盛（PT）   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出典   

S¢iencexⅣe8＄HP  
2006年1月26日  かどうかを、シカのプリオンを発現するトランスジェニックマウスにおいて  

検討した。CWDに感染したシカの骨格筋抽出物を脳内に接種したトラン  
スジェニックマウスは360～490日後に、脳抽出物を接種した群は230■一  
280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脇にはP貯鍾が  
検出された。正常シカの抽出物を捧種した対照群では発病しなかった。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

．献血の20ケ月後にvCJDを発症したドナーからの血液（赤血球）  Eurosun値i紬n¢8  

Weeklyrelea＄e＄  

200¢；11（2）2008  

年2月9日  

を輸血された患者が、8年後にvCJDと診断された。これは英国において  
輸血伝播によると思われるvCJD感染の3症例目である。これら3例はす  
ぺて非白血球除去赤血球を輪血されたことが確辞されている。  

HIV  
CDC／MMWR  
We¢kly2006；  

55（05）：12ト125  

【年から2004年のHIV／〟DS患者の人種・民族間  

の格差について調べた。川∨感染診断数157．252例のうち、黒人の割合  
は、他の人種・民族の合計よりも高かった。非ラテンアメリカ系黒人は  
8州の人口の約18％であるが、HⅣ／AIDS診断致の51％を占め、男性患  
者の44％、女性患者の相島であった。10万人当たりの症例数でみると、  
どの感染経路別診断教lこおいても黒人は最も高い値を示した。  

パルボウイル  
ス  

lてPCR法により／ヾルポ  Emerg lnfect Dis 
2006；12：15ト1糾  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血糀lまヨーロッパと  

北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV引こ陽性であった。  

ウイルス感染  
アメリカ赤十字の研究データベースからドナー延期および献血データを  Transfuさion2005；  

45：1593－1600  抽出し、分析した。之000年から2001年に潜在的な感染麿の危険性のた  
めに一時的に献血を延期されたドナーのうち、2000年から2003年の間  
に再度献血に妨れた人は22．08机．かいなかった。これら一時的延期ド  
ナー群と、2000年から2003年の初回または反復ドナー群とを比較したと  
ころ、HⅣ、β  
型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルスおよぴヒトTリンパ球親和性ウイル  
スのどのウイルスマーカーについても高い曜磨率は見られなかった。   
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報告者名   

／くイエル  

薬品株武  
舎社  

一般名   

加熱人血凍たん白  
オクトコケアルファ（遺伝子  

組換え）  

ヒト血液   原村♯名  

受理日   

2006／4／21  原産屑  米国  
感染症薙耶   

異型クロイツ  

フェルト・ヤコブ  
病  

出典   

NatMed2005：11  
982－985  

加熱人血焚  
たん自  有効成分 製造工程  

misfo［dingGyCIicarTIPJification）  

法を自動化し、PrPsoの増幅率を向上させた。棟準的な検出方法で  
140PMCAサイルで感度が6㈹0借上昇、2回連続で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、PrP8Gの8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrPse検出に成功し  
た。血液中でPrPscが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵襲的方法の開発が見込まれる  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

JNeurosci2005；  
25：79ヰ4一丁949  をトランスジェニックマウスを用いて調べた。へラジ力またはヒトのPrPを  

発現するようにしたトランスジェニツクマウスにヘラジカCWDプリオンを  

脳室内按種したところ、前者（シカ化マウス）は26例中25例が発病した  
が、後者（ヒト化マウス）は引例全てが発病しなかった。ヒトがシカの  
CWDに感染する危険性は極めて低いと思われる。  

ヒトおよび動物性医薬局を介した伝染性海綿状  
Government TGA 
HP2005年9月21  
Australian   日  

脳症（TSE）の伝播の危険性を最小限にするために、修正付きEリガイド  
ラインを採択した。本ガイドラインを掲載している。  

Biotechnology  
2005；5（26）：1－5  BMC  

マー化動態が異なることを利用し  
て、PrP凝集体の高感度検出法を開発した。凝集体の検出はフローサ  
イトメトリーで行った。診断モデルではPrP凝集体は0．2ヰfg／mぼで検出  
できた。BSE陽性のウシの血清検体6例全てで特異的なシグナルが検  
出された。  

伝染性紅斑  
VoxSanguinis  
2006；90：97－104  

ヒ ト血焚から高収率に旭Gを得る方法を検討した。コーン分担凱Ⅰ十JI抽、ら．  

カプリル酸処理、ポリエチレングリコール沈殿、陰イオン交換クロマトグ  
ラフィー、ウイルスフィルター濾過で精製する事で、高収率なIgGが得ら  
れ、ウシウイルス性下痢ウイルスとヒトパルボウイルスB柑を効率的に  
除去できた。  

伝染性紅斑  
5nmフィルターで濾過された液体免疫グロブリン製剤、ナノガムのウイ  Vox Sanguinis 

2006；90：2卜32  ルス安全性について検討した。本製品の製造退席には、PH4．4でのペプ  
シン処理と組み合わせた15nmフィルター濾過と、SD処理が含まれてい  
る。その結果、エンベロプを持つウイルスだけでなく、エンベロプを持た  
ないウイルスも高率に除去された。   
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フェルト・ヤコブ  
病  

出典   

S¢iencexpreざ5HP  
2008年1月26日  かどうかを、シカのプリオンを発現するトランスジェニツクマウスにおいて  

検討した。CWDに感染したシカの骨格筋抽出物を脳内に捷種したトラン  
スジェニックマウスは8㈹－490日後に、脳抽出物を棲種した群は230－  
280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脇には打Pscが  
検出された。正常シカの抽出物を接種した対照群では発病しなかった。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

．献血の20ケ月後にvCJOを発症したドナーからの血液（赤血球）  Eur08urVO‖an¢e  

weehly reieases 
2008；11（2）2006  

年2月9日  

を輸血された患者が、8年後にvCJOと診断された。これは英国において  
輸血伝播によると思われるvCJD感染の8症例日である。これら3例はす  
べて非白血球除去赤血球を輸血されたことが確許されている。  

H】∨  

CDC／MMWR  
W¢8日y200¢；  

55（05）：12卜125  

における2001年から2004年の川∨／州DS患者の人種一民鰊間  

の格差について調べた。HIV感染診断数1即．252例のうち、黒人の割合  
は、他の人種・民族の合計よりも高かった。非ラテンアメリカ系黒人は  
88州の人口の約18％であるが、川∨／AIDS診断数の51％を占め、男性患  
者の小川、女性患者の㈹亀であった。10万人当たりの症例数でみると、  
どの感染経路別診断軌こおいても黒人は最も高い埴を示した。  

／くルポウイル ス  Emorglnfe（；tDi＄  

2006；12：151－154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血衆はヨ一口ツ／くと  
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV5に陽性であった。  

ウイルス感染  
Tr別1S旬8ion2005；  

45：1593－1800  抽出し、分析した。2000年から2001年に潜在的な感染症の危険性のた  
めに一時的に献血を延期されたドナーのうち、2000年から2003年の間  
に再度＃血に折れた人は22．08机ノかいなかった。これら一時的延期ド  
ナー群と、2000年から2003年の初回または反復ドナー群とを比較したと  
ころ、HlV、B型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルスおよぴヒトTリンパ球親  
和性ウイルスのどのウイルスマーカーについても高い俺患率は見られ  
なかった。   

蕪‘－  人血清アル  
ブミン  

人血荒  
米国  

有効成分  
有■  人血清アルブミン  
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